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JENESYS2015 招へいプログラム 

対象国：インドネシア（社会人）  

テーマ：（社会）社会活動交流（若手政治家）／社会活動交流・歴史文化交流 

（行政官・外交官）の記録 

 

１．プログラム概要 

「対日理解促進交流プログラム」の一環として、インドネシアより日本の社会活動に関心を有

する若手政治家 9 名および行政官・外交官 11 名計 20 名が来日し、日本の政治、社会、文化、

歴史及び社会活動に関する理解促進や、日本の魅力等の積極的な発信を目指し、10 月 21

日から 10 月 27 日までの 6 泊 7 日の日程でプログラムを実施しました。 

 

２．参加国・人数 

インドネシア ：若手政治家 9 名、行政官・外交官 11 名 

 

３．訪問地 

東京都、滋賀県、京都府 

 

４．日程    

10 月 21 日（水） 成田国際空港より入国、来日時オリエンテーション 

【歴史伝統文化】 江戸東京博物館、浅草 

10 月 22 日（木） 【日本理解講義】 日本の選挙・政党政治・外交・公務員制度 

【視察】 国会議事堂衆議院、秋葉原 

2 グループに分かれ、各地方へ移動 

10 月 23 日（金）～10 月 25 日（日） 

１．若手政治家グループ 

滋賀県へ移動（新幹線） 

【表敬訪問・講義・視察】 滋賀県庁 

【地域交流】 ファームステイ対面式、ファームステイ 

【行政視察】東近江市（エネルギー・食・福祉） 

【商業施設視察】イオンモール、【歴史伝統文化】清水寺、参道 

２．行政官・外交官グループ 

大阪府へ移動（新幹線） 

【表敬訪問・講義】 大阪府庁 

【最先端技術】 パナソニック株式会社 

【歴史伝統文化】琵琶湖、比叡山、茶道体験 

【商業施設視察】イオンモール、【歴史伝統文化】清水寺、参道 
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10 月 25 日（日）  午後：京都府から東京へ移動（新幹線） 

10 月 26 日（月） 【最先端技術】日本未来科学館 

        【歴史伝統文化】歌舞伎座 

【成果報告会】（訪日成果・帰国後活動計画発表） 

10 月 27 日（火） 成田国際空港より出国 

 

５．JENESYS2015 インドネシア 社会活動交流・歴史文化交流 プログラム記録写真 

  

10/22【日本理解講義】 日本の選挙・政党政

治・外交・公務員制度（東京都） 

10/23【表敬訪問・講義・視察】 滋賀県庁 

（大津市） 

  

10/24【地域交流】ホスファミリーとの歓談

（東近江市） 

10/24【行政視察】東近江市（エネルギー・

食・福祉） 

  

10/23【表敬訪問・講義】大阪府 10/23【最先端技術】パナソニック株式会社

（大阪市） 
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10/24【歴史伝統文化】茶道体験（大津市） 10/26【成果報告会】(東京) 

 

６．参加者の感想   

◆インドネシア（若手政治家） 

日本の中央政府と地方の行政の発展が相乗効果をもたらしているため、日本は進歩して

いると感じました。また日本人は規律正しく、時間を守り、勤勉です。インドネシアもこれらのこ

とを見習えばさらに国が良くなり、ますます発展していくと思いました。 

 

◆インドネシア（若手政治家） 

 日本は民族の意識が高い国だと感じました。例えば滋賀県では、小学校 5 年生になると、教育

の一環で、琵琶湖で船に乗り、琵琶湖の歴史や背景を勉強していくことで、歴史や文化を次の世

代へと受け継いでいます。市民、行政そして非営利団体が互いに協力していることはインドネシア

発展のために、見習うべき点であると感じました。 

 

◆インドネシア（若手政治家） 

 日本人の最大の力は、親切で誠実に相手と接する点だと思います。言葉の壁は障害にならず、

出身国に関係なく、心から人に接し、温かく歓迎をしてくれました。日本の技術、経済や安全政策

そして日本人のもてなしの心は大変参考になりました。このことは日本を訪れた外国人にとって大

変印象深く心に残ります。このような経験に非常に感銘を受け、帰国後、自国の人々に伝えてい

きたいと思いました。 

 

◆インドネシア（行政官・外交官） 

客をもてなすときの日本人の礼儀は素晴らしいです。例えばお金を無くしてもすぐに戻ってくるく

らい、日本人は正直な人々です。また、エスカレーターなどでもきちんと整列して並ぶ姿に規律正

しさを感じました。一番印象に残ったのは、とても発展が進んでいる一方で、伝統的文化を守るこ

とを強く意識し、忘れないことです。 

 

◆インドネシア（行政官・外交官） 

日本での多くの気づきは、それがたとえ小さいことでも、インドネシア人にとっては参考になる点

でした。例えば町の設計、整備の点、また繁華街や駅周辺に車を好きなように停車しないなどの

マナーと交通マネジメントを徹底しているので、道路が混雑しないなどの点です。また、それぞれ
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に異なる文化を尊重し、外国からくる客に対して礼儀を重んじる点など、感心する点が多くありま

した。 

 

７．参加者の報告会での報告内容（帰国後の発信計画） 

  

日本での気づき 日本での気づき 

 
 

日本での気づき アクションプラン 

 


